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つ練習となったのではないかと考えられる（杉山、2007）。Ｂさんは、Ａ子と治療者が一対
一の関係になることを防いでくれるとともに、あるときは治療者の代弁者として、あるとき
はＡ子の代弁者として、Ａ子と治療者をつなぐという役割を果たしていた。
　　また、男性である治療者と女性であるＢさん、そしてＡ子から構成されるこのグループは、
疑似家族的な役割を果たしていたとも考えられる。実母による虐待が疑われる上、異父弟に
実母をとられたという思いも抱いていたらしいＡ子にとって、一人っ子の立場に置かれたミ
ニ・グループにおける経験は、家族の中で守られ、両親から十分に愛情を注がれるという経
験を可能にし、愛着対象との関係を再構築する練習の場ともなったのではないかと考えられ
る。コラージュ場面におけるＡ子は、いつも、照れくさそうであり、またとてもうれしそう
であった。
６　最後に
　情緒や社会性が未熟であったり、その偏りが大きい児童に対して、面接における三角形の構
図を作り・維持するための工夫について、事例を基に論じてきた。これらを通じて、心理療法
が有効に行われるためには、治療者と対象者との関係は、対象者の病理に応じて変化しなけれ
ばならないのだが、その治療者－対象者の関係の基本とされる三角形の構図そのもののあり方
もまた、対象者の病理の水準に対応して、言葉のレベルの三角形の構図から実体的なレベルの
それまで変化しなければならないということが明らかになった。
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